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第 45 回日韓技術士国際会議は，2015 年 10
月 22 日（木）より 24 日（土）までの 3 日間，
韓国江原道春川市にある Elysian Gangchon 
Resort 2F の Grand Ballroom を主会場として
開催された。春川市はソウルの北東 84 km に位
置し，人口 27 万を抱える主要都市で山紫水明の
春川盆地にある。また，『冬のソナタ』のロケ地
としても知られるほか，タッカルビ（鶏の焼肉）
が名物料理として知られる。

今回の会議テーマは，「持続可能なインフラの
構築法」である。2018 年に平昌冬季オリンピッ
クを控えた韓国側の提案を両国で議論した上で決
定された。新国立競技場に纏わる問題が噴出して
いる日本にとっても，対岸の火事と悠長には構え
てはいられないテーマである。

プロ集団として，両国技術士会の有志が一斉に
集い，様々な角度から問題の本質を議論し，対策
などを議論する大変良い機会となる。参加者数（技
術士，事務局）は日本から 101 名（同伴者 10
名含む），韓国から 210 名（同伴者 19 名含む）
であった。なお，今大会より，両国発表者の論文
と参加者名簿が 1 冊に纏められ配布された。

韓国技術士会の素晴らしい大会運営と参加者の
協力により，プレイベントにつづき，本会議，研
修視察と 3 日間に亘るプログラムは，滞りなく
成功裏に終了した。
●プレイベント（10 月 22 日 午後）

女性技術士の会 第 9 回日韓女性技術士交流会

青年技術士 第 11 回日韓技術士親善サッカー大会

全体行事 前夜祭，会長委員長会食会

第 9 回女性技術士交
流会は，韓国側の提案に
より今までとは趣向を変
えてシンポジウム形式で
はなく，南怡島観光を中
心に行われた。

両国合わせて 20 名弱が参加した会は，渡航時
の観光船安全点検も兼ねていた。周遊後，島内の
食堂で相互に活動報告と資料配付を行い，懇親会
では大いに友好を深めつつ情報交換を行った。

第 11 回親善サッカー大会は，松巌レポーツタ
ウン競技場で開催された。青年委員会主体による
日韓戦は，リザーブメンバー不足のハンディがあ
りながら白熱した好ゲームを展開した。結局，
1-2 で日本側が敗れたが，試合後の交流会で双
方の健闘を称えあった。

●式典・全体会議（10 月 23 日 午前）
式典では両国会長による式辞に続き，来賓から

ご祝辞を頂いた。その後基調報告が両国の委員長
から行われた。

韓国からは，新しい取り組みとして，「제 3 국

공동 진출 방안（第 3 国共同進出方案」が提案さ
れた。

全体会議の報告の後，李康建氏，野口好夫氏に
より，「持続可能なインフラの構築法」に関する
基調講演が行われた。また，例年通り，レディー
スコースが，式典後に始まった。
両国会長挨拶 嚴翼俊（韓国）吉田克己（日本）

来賓挨拶 未来創造科学部未来人材政策局長　ほか

両国委員長報告 金在權（韓国）田中俊生（日本）

基調講演 （韓国）「成功的平昌冬季オリンピックのための
持続可能インフラ構築方案」李康建（都市計画）

（日本）「持続可能な公共施設の建設と運営のあ
り方について」野口好夫（建設）

写真 2　日韓親善サッカー

第 45 回日韓技術士国際会議（春川）報告
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写真 1　女性技術士交流会 写真 3　本会議での吉田会長挨拶
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●分科会（10 月 23 日 午後）
午後は 4 つの分科会で，逐次通訳を交えて，

活発な発表・討論が行われた。第 5 分科会は英
語発表であるため，刺激的な論題に対して通訳を
介さず，直接 8 名の発表者と参加者との間で，
言葉のジャブが交わされた。
第 1 分科会　国土・環境・資源・エネルギー・食品
� 座長：李康建　　共同座長：田中俊生

（韓国）「韓国のナノバブル産業化現況」白斗煥（建築施工），「ごみ
埋立地事後活用事例検討」李俊馥（造景），「シャーレット技法を適
用した景観協定計画」劉完種（都市計画）

（日本）「改正フロン排出抑制法に対応する冷凍空調機器の維持管理
の現状と課題」外山榛一（機械／総合），「日本と韓国における地球
温暖化関連法令の施行状況について」金仁周（建設）
第 2 分科会　建設・安全・防災・危機管理
� 座長：李昌洙　　共同座長：福田一郎

（韓国）「下水管再生時圧力制御方案研究」南光元（建設機械），「安
全保健経営システム（KOSHA 18001:2014）認証基準」田豊林（化
工安全），「シールド -TBM サイクルタイム算定時考慮事項に対する
事例研究」任素瑩（土木施工），「原子力発展は果たして不可避な選
択か？原子力安全問題は国際共有が必須的だ」高光珍（土質及び基礎）

（日本）「地域の社会資本の現状と維持管理を担う技術者 ME の育成」
須賀幸一（建設／総合），「多重防御型復興まちづくり」亀田則男（建設）
第 3 分科会　技術士 倫理・資格・教育・新技術及び新工法
� 座長：李芝衡　　共同座長：平野輝美

（韓国）「技術士 CPD 教育による支会活性化方案」李芝衡（水質管理），
「鋼橋補修塗装材性能に対する実験的評価」金永國（建設安全），
「コンクリート充填鋼管（CFT）で補強された鉄筋コンクリート柱の
耐震性能及び施工事例」兎鐘烈（建築構造）

（日本）「技術士は技術者のトップ 技術者倫理の実践の先頭に立つ  
－技術者のサボタージュを見逃さなかったらチャレンジャー事故は
発生したのか－」鈴木朗（建設），「国際的視点から見た技術者資格
における倫理」橋本義平（情報工学），「大学における『法工学』教
育について 3」平野輝美（化学）
第 4 分科会　電気・電子・情報・通信・機械
� 座長：南聖源　　共同座長：星俊臣

（韓国）「國楽院多目的公演場と音楽専用公演場の建築音響シミュレ
ーション及び現場測定結果比較」金日（電子応用），「大容量石炭火
力発電所本体のプロセスチューニング計画と施行事例研究」李鍾河

（産業計測制御），「政府 3.0 と紛争調整委員会の役割」劉恩淑（情報
管理），「Boolean 代数論理関数を適用したスマート統合安全システ
ム具現方案検討」李範柱・安宰烈（産業計測制御／消防・発送配電）

（日本）「Ecoloveyor 開発による電力と CO2 削減及び経済効果」間
中泰幸（機械），「韓国の工作機械企業の技術支援」羽山定治（機械）
第 5 分科会　英語発表� 座長：朴泰熙　　共同座長：室中善博

（韓国）「Sound Enclosure Design for Railway Noise Protection」
孫玎坤（騒音振動），「Master Plan of Sejong City」柳忠鉉（都市
計画），「Eurasia Connectivity」全相伯（建築構造），「Co-Works 
Engineering Fields of Korea & Japan Professional Engineers」
尹錫龍（土木構造）

（日本）「Proactive Watching can Save Your Life and 
Infrastructure」増子邦宏（建設／応用理学／総合），「Optical 
Properties of 3D Projection Screen Inspired by the 
Structure of Human Skin」前田秀一（化学／総合），「Int’l Green 
Sustainable Technology Transfer by Asia Partnership」小松
英司（環境），「Sustainable Manufacturing & Infrastructure」
室中善博（環境）

●ポスターセッション（10 月 23 日 終日）
2F Grand Ballroom 入口前のスペースにおい

て，両国技術士によるポスター展示，情報・意見
交換が行われた。

●レディースコース（10 月 23 日 終日）
日本からの 10 名を含めた多くのご婦人が参加

し，玉山観覧，「冬のソナタ」で有名となった南
怡島観光を行った。
●親善晩餐会（10 月 23 日 夕刻）

18 時 30 分より 2F Grand Ballroom におい
て親善晩餐会が催された。両国技術士会会長，来
賓の挨拶に続き，日本技術士会会員である田吹隆
明氏，平野輝美氏，氷上克一氏の 3 名に韓国技術
士会から国際貢献賞が授与された。サッカ－試合
と PK 戦の勝利者である韓国チームに記念品が，
また，日韓の 2 人の選手に MVP 賞が渡された。

乾杯の後，韓国の伝統的な民族舞踊が披露され，
食事と歓談が始まり，交流の輪が広がった。その
後，田仲委員をはじめとする栃木県支部チームが，
次回開催地である日光の魅力を紹介し，歓迎の意
気込みを示した。最後に，恒例の韓国ご婦人方の
コーラス，日本側ご婦人と男性有志のコーラスが
披露され，晩餐会の最後を飾った。
●研修視察（10 月 24 日 終日）

研修視察は，KD パワー⇒春川マッククス（混
ぜそば）体験博物館⇒昭陽江ダムを訪れた。KD
パワーは，スマートエコ LED を製造販売してい
る。博物館では，蕎麦の由来・分布・効能から製
造法までの歴史を一覧できる。昭陽ダムは，漢江
水系の洪水調節，水力発電，ソウル，仁川など首
都圏への生活・工業用水供給を目的とし，1965
年の日韓国交正常化後，日本からの経済援助 78
億 円 が 投 下 さ
れ，日本工営に
よ っ て 造 ら れ
た 東 洋 最 大 の
多 目 的 ダ ム で
ある。

日韓技術士交流委員会 副委員長　室中善博

写真 4　第 5，議論後ノーサイド

写真 5　KD パワー前で全員集合


